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表紙写真の説明

（石井和啓氏撮影 高エネルギー

加速器研究機構提供）

旧東京大学原子核研究所（核研）

に建設された 1.3 GeV 電子シン

クロトロン（愛称 ES）．わが国

初の高エネルギー加速器．リング

の直径約 11 m．手前に見えるの

が入射器であるリニアック（当初

のエネルギー 6 MeV）．核研発足

（1955）と同時に検討が開始され，

1956 年建設開始，1961 年 12 月

に 750 MeV で運転に成功した．

1962 年に実験室の整備が行われ，

3 本の制動放射ガンマ線のビーム

ラインを用いて実験が開始された．

1964 年からエネルギー増強工事

（DC バイアス電源の導入など）

が行われ，1966 年 4 月以降，ほ

ぼ 1.3 GeV で運転された．1967
年に遅いビーム取り出しにも成

功，電子を入射粒子とした実験も

行われた．ES の建設は，本格的

な高エネルギー加速器計画のため

の技術開発を行う目的と素粒子実

験を通して若手研究者を育てる目

的をもって進められた．高エネル

ギー研究者の多くが ES から育っ

た．1999 年 6 月，37 年間にわた

る利用に終止符を打った．

編集委員会では，中央付近で腕組

みされているのは山口省太郎先

生，山口先生の右隣にいらっしゃ

るのが村田洋次郎先生であると分

かりましたが，他の方々は識別で

きません．お分かりの方は事務局

までご連絡下さい．

加速器学会ホームページ http://www.kasokuki.com
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